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§５-１．情報工学科 ／ Dept. of Computer Science and Engineering
1 ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）

■教育研究上の目的
　コンピュータのソフトウェア・ハードウェアの基礎及び応用を教授研究し、プログラミングに習熟さ
せるとともに、インターネットや人工知能、知能ロボット、自然⾔語処理、画像処理、データベース、
マルチメディア、CG、システム LSI などの最先端のコンピュータ技術・応用技術を持つ専門的職業人
及び教育研究者の人材の養成を目的とする。

■修得する知識・能力（学習・教育到達目標）

Ａ　地球的観点から多面的に物
事を考える能力とその素養

１　グローバルな視点で、社会経済や情報技術を理解し、将来への展望を持
つ能力を身につけている。

Ｂ　技術が社会や自然に及ぼす
影響や効果、及び技術者が
社会に対して負っている責
任に対する理解

１　技術者倫理の知識を有し、社会的責任を理解しながら、適切に行動する
能力を身につけている。

Ｃ　数学及び自然科学に関する
知識とそれらを応用する能
力

１　数学、物理学の基礎知識を身につけている。
２　これらの知識を利用して様々な問題をモデル化し、解を求める能力を身

につけている。

Ｄ　情報工学分野において必要
とされる専門知識とそれら
を応用する能力

１　ソフトウェアとハードウェアの基礎知識を身につけ、各種問題に対応す
る応用力を身につけている。

Ｅ　種々の科学、技術及び情報
を活用して社会の要求を解
決するためのデザイン能力

１　問題解決に有用な方法を調べ出し、手順を計画し実行する能力を身につ
けている。

Ｆ　論理的な記述力、口頭発表
力、討議等のコミュニケー
ション能力

１　自分の考えを論理的に述べたり記述したりする能力を身につけている。
２　自分の考えを適切に伝えるプレゼンテーション能力を備え、また円滑な

コミュニケーションを土台とした討議をする能力を身につけている。

Ｇ　自主的、継続的に学習する
能力 １　生涯にわたって、自発的かつ継続的に学習する能力を身につけている。

Ｈ　与えられた制約の中で計画
的に仕事を進め、まとめる
能力

１　習得した知識を用い、想定される経済的および環境の制約の下で、問題
を解決する方法を計画し実行する能力を身につけている。

Ｉ　チームで仕事をするための
能力

１　チームで仕事をする際、他者と協働しながら自己の行動を的確に判断し
実行する能力を見つけている。
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